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愛媛県指定無形民俗文化財の f青島の盆踊りjが
今年も行われ、帰省客も交えた踊りの輪が広がって
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主 な内容
P2 第 1回臨時会、
保健センターからのお知らせ

P3 年金コーナーほか

P4  ながはま赤橋夏まつり

P6 いんふおめーしょん
P7 スクールとびっくす⑤、
知っていますかっ水道のこと⑤

P8 人権作文、

長浜町内の神社の絵馬⑦

P9 ルポ

Pl0 文芸ほか
Pll 1歳です、まんがほか
P12 戸籍、長浜嵐
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第
四
回
長
浜
町
共
同
場
外
馬
券
発
売
日
が
費
型
よ
山
根
品
引

所
設
置
検
討
委
員
会
が
去
る
七
月
一
干
一
議
錯
し
説
臨
時

四
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に

、

ま
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、

八

旦

干
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は

、
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欝

設
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雑

-
E
g
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割

分

肘

第
五
凶
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
山
雫
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剤
耐
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刊
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山

門

時

確

持

て

じ

第
四
問
委
員
会
で
は
、
報
告
書
の
牛
議
開
吋
臆
同
…

F

成
草
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
、
一
議
開
制
寸
叶
一
澗

取
り
ま
と
め
に
係
る
生
活
環
境
の
変
化
、
山
臨
私
糟
摘
が
再
刊

a
a
a瞬
舗
網
鱒
謝
諸
問
販

v

d

頃
同
同
同
財

T
1
4
J
I
I
L
V

「
1
1
1

青
少
年
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教
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環
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交
通
環
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経
一
調
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轡
叫

1
4
生

?
園
勘
静
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F

E

づ
年
円
子
が

済
効
果
な
ど
に
つ
い
て
協
議
検
討
さ
れ
山
一
時
議
母
山
中
寸
一

ま

し

た
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に
刊
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五
回
検
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検

討

を

行

な

い

、

検
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検
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岡
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四
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。
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一
一
を
け
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で
と

二

期

つ

あ

安

こ

一
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を

は

日

る

に
疫
果
戸
け

期
免
効
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疫
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で
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幼
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二種混合 (2期) i 
ジフテリア |心学6年-1回
破傷風 | 

※小学1'1'4.中学1年生で実施していましたツベルクリン反
応検査およびBCG接種は平成15年度から廃止になりました。

一
長
濃
町

共
同
場
外
留
地
券
発
士
見
所

設
置
検
討
委
員
会
が
答
申

七
月
二
十
九
日
、
長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
し
た
「
大
洲
地
灰
内
子
運
動
公
園
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
の
承
認
、
請
負
契
約
の
締
結
(
二
件
)
の
議
案
三
件

が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

イ蒲回数

{小@中学校で受ける予防接種]

大
洲
地
区
内
子
運
動
公
園

事
務
組
合
規
約
の
変
更

長
浜
中
学
校
給
食
施
設

新
築
工
事

内
子
町
の
一
部
地
域
に
お
い
て
国
土

調
査
が
完
了
し
、
内
子
町
役
場
の
所
在

地
が
「
内
子
町
大
宇
内
子
甲
七
百
八
十

番
地
」
か
ら
「
内
子
町
内
子
一
千
五
百

十
五
番
地
」
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
内

子
町
役
場
に
事
務
所
を
設
置
し
て
い
る

同
組
合
の
地
番
に
も
変
更
が
生
じ
た
た

め
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
中
学
校
給
食
施
設
新
築
工
事
は
、

三
億
七
百
六
十
五
万
円
で
株
式
会
社
一

宮
工
務
百
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

生後 3 力月 ~90 力

月 (7歳半)まで
受けることができ
ます。 90カ月以降{
は任意接種となり

自己負担で受ける
ようになります。

接種年齢

請
負
契
約
の
締
結

櫛
生
漁
港
地
域
水
産
物

供
給
基
盤
整
備
工
事

接種方法

個別接種

初回-3回
追加 1回

櫛
生
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
工
事
に
係
る
北
一
文
字
防
波
堤
三
十

五
メ
ー
ト
ル
を
施
工
す
る
工
事
は
、
一

億
一
千
二
十
五
万
円
で
株
式
会
社
清
水

建
設
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。



紫

子

男

杏

ん

単
独
鱒
寄
港
世

-・・・'"'

記
挑
戦
i

生
で
小
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較
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を
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し
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海
を
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司
『
ッ
ト
マ
ン

計
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時
に
宇
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左
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を
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た
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マ
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、
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町
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さ
ん
(
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阪
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叫
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在
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今
一
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、
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の
西
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ら
単
独
無
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界
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に
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け
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υ

米
子
さ
ん
は
、
小
・
中
山
一
千
佼
時
代
を
一
加
牛
で
川
一
ご
さ
れ
、
記
が
大
好
き
な
少

年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
挑
戦
が
成
功
す
る
と
、
障
害
者
ど
し
て
は

国
内
初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

一
一
十
三
歳
の
時
、
抗
業
中
の
事
故
で

左
腕
を
な
く
し
た
米
子
さ
ん
は
、
仕
方

な
く
船
を
降
り
ら
れ
ま
し
た
が
、
海
へ

の
熱
い
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
平
成
七
年
、

約
二
年
聞
か
け
て
大
丙
洋
園
太
平
洋
の

単
独
杭
断
に
成
功
、
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年
に
は
、
世
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な
]
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故
植
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枯
神
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に
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を
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績
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植
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。
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を
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岬
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ア
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ニ
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四
万
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ど
こ
の
治
に
も
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ず
約
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十
円
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け
て
航
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す
る
も
の
で
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た
が
、
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の
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圃

F
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口
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一
去
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え
る
と
わ
胤

か
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
二
と
は
考
え
叫

-
v
e
d

て

い

ま

す

三

自

分

自

身

)

片

腕

で

窃

舗

の
可
能
仲
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
一
一
倍

す
。
成
功
す
る
確
率
は
五
分
五
分
で
す
骨
¥
崎
、
今
一

が
、
今
は
正
直
言
っ
て
逃
げ
出
し
た
い
惜
〈
晶
一
汁
〉
一

気
持
ち
で
す
。
」
と
出
発
前
の
心
境
を
ケ
ル
開
刊

誌
叩
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
持
U
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幽
掴
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の
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司
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大手続きは簡単@無料です!
「口座振替納付中出書」を金融機関・郵便局の窓口にご提11¥ください
には、手数料は‘切かかりません。

お，[亡しいメJ

大手間と時間が省けます!
混雑Lがちな君、IIに右J月訪れるご子同と時間が省けますので、

にはとても便利です。

申し込み手続きは。
申し込み用紙は、全国の金融撚関ー郵便局の窓口に用意しています。

下記のものをご持参のうえ、お申し込みください。
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乎し匂
八
月
一
一
口
、
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
「
第
七
回
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

愛
好
者
ら
五
十
一
人
が
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
町
民
の
広
場
を
主
会
場
に
、
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
l
の
展
示
や
水
着
揮
影
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
チ
ピ
ッ
コ
の
ど
自
慢
大
会
、
職
域
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

嵐
太
鼓
の
演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
自
衛
で
は
、
十
九
チ
l
ム
約
三
百
人
が
参
加
し
て
踊
り
大
会
も
行
わ
れ
、
組
向
を
こ

ら
し
た
衣
装
で
ま
つ
り
に
華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
に
は
、
一
一
千
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
長
浜
の
夜
空
に
美
し
い
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
、
見
物
人
の
心
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
各
催
し
も
の
の
、
王
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
a

順
不
同
)

言璽
賞麗

民 15JE警
u，- 婆…出
F f革達

事男

矢口
L県
竪子
市

特賞を当てた町田さん(右から 2人目)喧

惜しくも第3位の公民館連合&
瀬戸内自動二輪愛好会チーム

優勝した大神輿保存会チーム

-4-

申
離
婚
綱
大
輔
副
引
童
文
金

{
優
勝
一
大
神
輿
保
存
会
チ

l
ム

一
準
優
勝
一
長
浜
町
議
員
-
役
場
チ

1
ム

{
第
三
位
一
公
民
館
連
合
&

瀬
戸
内
自
動
二
輪
愛
好
会
チ

1
ム

準優勝の議員。役場チーム

長浜の夜空を飾った花火大会



畿通園函館叫描酔旬

選句された句を読み上け、、採点する参加者

馳
撃
が
体
審
幅
一
帯
構
璽
事
つ
り

俳
句
大
会

一
長
浜
町
長
賞
一

例
ね
橋
の
は
ね
て
大
暑
の
海
平

大
洲
市
好
崎
一
一
」
一
子

一
愛
校
新
聞
社
賞
一

日
ド
手
は
常
に
山
き
役
ハ
グ
端
居

内

下

町

出

藤

士

千

r
十

一
長
浜
町
議
会
議
長
賞
一

蝉
の
肌
ご
と
ん
と
発
て
り
一
両
市
「

大

洲

市

板

倉

肱

泉

一
長
浜
町
教
育
委
は
会
教
育
誠
司
直
め

逃
げ
る
蛸
つ
い
と
手
の
延
ぷ
魚
売
女

白

池

上

出

孝

子

{
長
浜
町
中
央
公
民
館
長
官
一
一

芋
は
ど
の
棚
同
の
ん
心
り
苗

八

幡

浜

市

前

回

一

州

一
長
浜
町
丈
化
協
会
長
賞
一

皮
厚
き
レ
モ
ン
か
り
り
と
刊
恵
子
抄

白

出

清

水

相

子

一
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
一

拾
ひ
来
し
石
に
顔
附
く
U

い十人休み

宇

和

町

鈴

木

弥

生

一
な
が
は
ま
亦
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
長
賞
一

病
め
ば
娘
と
冊
子
ノ
刻
あ
り
団
扇
風

豊

茂

小

西

イ

セ

イ

{
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
会
実

行
委
員
会
賞
一

位
致
家
放
出
の
狭
間
で
揺
れ
る
夏
一

八

幡

摂

山

宮

本

藤

封
切
の
映
画
の
こ
と
く
瓦
来
る

八

幡

浜

市

二

百

脱
藩
の
竜
馬
の
宿
に
夏
遍
路

松

山

一

山

由

森

跳
か
た
橋
戻
れ
ば

t
一/ω
ぶ
着
の
子

白

滝

都

築

い

士

J

子

梅
雨
明
け
の
川
は
光
り
を
新
た
に
す

内
F

ナ

町

高

帆

勉

閉
山
川
橋
ひ
ら
く
JT
苦
々
し
y

一
一
夏
つ
ば
め

大

洲

市

好

崎

馨

水

白
地
者
て
背
に
う
く
齢
は
ら
ひ
け
り

吉

田

町

清

水

十

藻

子

大
リ
ュ
ッ
ク
背
に
夕
焼
け
を
負
ひ
も
ど

る

大

洲

市

川

文

f

ゆ
括
を
波
る
涼
し
き
1r
批
の
音

曲

以

茂

松

田

北

川

片
一
べ
一
口
の
唄
で
角
出
す
か
た
つ
む
り

大

洲

市

谷

本

、F
:「二、

ノ、~，、~

sIJ 

子

ナプナキ長:
" 

職
域
露
関
芳
一
7
4
4
ケ
大
金

一
町
長
賞
一

久
似
山
一
一
(
郵
便
局
片
去
~
一

一
夏
ま
つ
り
主
行
委
員
会

E
R円、一

東
義
博
(
農
業
者
代
表
)

一
観
光
協
会
長
賞
}

石
川
秀
登
(
役
場
代
表
)

一
文
化
協
会
ド
ド
賞
一

山
川
辿
A

(

漁
業
者
代
丘

高官街を繰り歩いた踊り大会

120人のカメラマンが参加した水着撮影会ヒストリックカーをパックに撮影会
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ふれおい会館だより ミ自動車リサイタJLo;;去が施行されると鑓爵済畠動車
もの解体をするにiま許可が惑要{こえま哲ます。

夏休み作品展
~事業者向けの説明会を開催~

[日時]平成15年10月 8 日(水)午後 l 時~4 時

夏休み中に作成した町内小・中学校 [場所]愛媛県県民文化会館真珠の間(松山市道後町2-5-1) 

の児童生徒の図画・工作等を展示しま {内容]自動車リサイクル法の概要、解体業・破砕業の許可基準などの説明

す。ぜひご覧ください。[定員]300人(先着順)、参加費無料

[期間]9月19日(金)~30 日(火) [申し込み方法]9月12日(金)までに、「自動車リサイクル法説明会出席希望」

(月曜日および祝日休ffig:午前9時~午後5時) と書いて、会社名、出席者名、連絡先(電話番号)を記入し、下記までFAXでお
[場所]ふれあい会館ギャラリー 申し込みください。

l炉許臨翻.~~詩焔~::点詫信概平F器臨鯨王帝掛舗早語梧i王訟=在拡制2読訂E活叫=招措古常瀞自待酔附宇炉拘~官鵠詰鴻主摺翻掠翻糊z話掠糊=担楠=拍柑壮碍糊E祇梢託断託鴨宇腎鴨E臨在挺踊E符在踊宮潟問部部::::筏i

;窓3高草巌言芸蕃雪 E 月窟苦霊罫聖の』あち若吾3〆λ4の
3 ノ〔議室fk1Jsft.ご選手す吾

:~~~~~:苦::._~;:;::刊誌・郷土辻掛器部~~醐摂理詰説蹴混在鵠沼郡混ぜ事故虫記bヌ揖~;:;::踏ま:;:;W:湿器密蹄器在野沼

3 学'，PS~'J:: ~ラよ II 知毒薬Lð~雪
12鐸厳重罫描選繁華選手話言霊 ~放送県民*学受講生募薬~

松山地方法務局および愛媛県人権擁山
愛媛県教育委員会では、県民の皆さんに豊かな教養と創造力を培っていただくた

護委員連合会では、高齢者・障害のあ
め、[放送県民大学」を開設します。どなたでも受講できますので、どしどしご応

る人の人権問題に関する電話相談を行
募ください。

います。扶養 E 介護・社会参加等、何
[日程]10月 5 日、 11 月 16 日、 12月 14 日の各日曜日の午故 l 時30分~4 時30分まで。

でも結構です。(無料、秘密厳守)
[場所}大洲市立肱北公民館く大洲市中村618-1> 

[日時]平成15年9月初日(火)午前
[内 容]NHKテレビ番組等のビデオを視聴iし、愛媛大学の先生方によるスクー

9時~午後9時
リングを行う予定。

[電話番号]フリーダイヤルo120 
[受講料]無料。(テキストも無料で配布します。)

o 2 5 -5 5 0 
[締切り]9月12日(金)まで。(当日消印有効)

[相談担当者]人権擁護委員(弁護士
[申し込み方法]往復はがきに、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記のうえ、

資格のある者も含む)、法務局職員
下記までお申し込みください。

U?坤王園鵠持~:::園担::蜘拙按よ:~~忠誠艇申協皆掛拙~: [お問い合わせ困申し込み先〕〒796-0048八幡浜市北浜1・3-37 八幡浜教育事務

3身体纏罫毛筆議事助犬遊説i 所総務課(告側・22-4111)まで。
3 2全車雄庁 、月

圃剖・y品日〉話説:~~~~~:よ:~::時園中園出版謀長払

身体障害者補助犬帥平成叫10月3不動産鑑窟二とによ吾 i新刊靖報です i
から施行されていますが、平成15年凶器 無料相談会蒼鯨盤 ' 

月l日からは全面施行され、身体補助 10月1日の土地の日にあわせて、全

犬(盲導犬、介助犬、聴導犬)の同伴 国一斉に無料相談会を開催します。お

等の受け入れを義務付けられる施設等気軽にどうぞ。

について、現行の「国、地方公共団体、
[日時]10月l日(水)午前10時~午

公共交通機関等Jに加え、ホテル、デ後4時

~長浜町立図書館~

書名 著者

。誰にもわかる社会生活六法

法律相談Q&A 全2巻

法律実務研究会編
O奪還 引き裂かれた二十四年

蓮池 透

パート、レストランなど「不特定かっ i場所]八幡浜市白浜地区公民館(八 :0がんばれ 1しろくまピース
多数の人が利用する施設」についても 幡浜市北浜1-7-30) i 大西伝一郎

適用されることになり、補助犬を連れ [相談内容]価格、賃料、売買、相続 i Oひとりが、いちばん!
た身体障害者の入場を原則として拒否贈与など不動産に関するあらゆること。 io料理のコツと⑭ワザ17書賀子
できなくなります。[相談員]不動産鑑定士 ! ベタークッキング研究会編
身体障害者の自立と社会参加がます [お問い合わせ先]愛援県不動産鑑定

ます促進されますよう町民の皆さんの 士協会事務局(宮089・941-8827)まで。
ご理解とご協力をお願いします。
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曲一
E

茨
小
学
校
で
は
、
今
年
度
一
一
千
一
人
の

一
社
入
生
を
迎
え
全
校
児
童
一
二
十
一
人
で

出
発
し
ま
し
た
。
豊
か
な
打
然
と
地
域

の
方
々
の
溢
か
い
ま
な
ざ
し
に
固
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
元
気
い
っ

ぱ
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
伝
椅
の
一
輪
車
を
は
じ
め
、

立
か
な
向
然
を
生
か
し
た
波
情
活
動
、

地
域
と
密
著
し
た
学
校
行
事
な
ど
特
色

あ
る
学
校
ミ
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す。
そ
の
中
で
、
今
月
は
白
然
や
地
域
に

か
か
わ
る
学
習
や
活
劃
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
古
田
植
え

現
在
五
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
「
も
ち
米
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

五
月
の
上
旬
に
、
地
域
の
方
に
学
校
に

米
て
い
党
だ
き
苗
作
り
を
教
わ
り
ま
し

た
。
六
月
上
旬
に
は
、
大
き
く
育
っ
た

苗
を
全
校
児
童
と
大
和
小
学
校
の
四
年

生
十
七
人
と
で
協
力
し
て
植
え
ま
し
た
ο

地
域
の
方
々
も
、
北
円
な
が
ら
の
道
具
を

携
え
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
旧
植
え
と
な
り
ま
し
た
。
九

月
の
稲
刈
り
が
楽
し
み
で
す
c

ム
M
縁
の
少
年
国
募
金
活
動

豊
氏
小
学
校
で
は
、
緑
の
少
年
間
活

劃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
f

六
月
の
ド

旬
仁
も
、
そ

ω
一
環
と
し
て
1

誌
の
募

金
」
的
動
を
行
い
ま
し
た
。

ダ
イ
エ
ー
長
浜
庖
で
一
時
間
ほ
ど
募

金
を
呼
ぴ
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

チ
ど
も
た
ち
も
、
始
め
は
声
を
か
け

る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
も
の
の
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
や
ご
協
力
に

励
ま
さ
れ
、
使
命
感
を
持
っ
て
一
生
懸

命
拍
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
臼
分
た
ち
の
活
動
が
長
浜
町
の

緑
化
の
た
め
に
役
立
つ
允
い
う
喜
が
と

自
分
た
ち
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自

信
、
募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
感
謝
の
心
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
募
金
に

協
力
し
て
い
た
、
だ
い
た
方
々
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
、
ぎ
い

ま
L
た。

こ
こ
で
紹
介
し
た
活
動
は
ほ
ん
の
一

部
で
、
豊
茂
小
学
校
に
岨
、
一
年
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
わ
く
わ
く
す
る
学
習

や
前
事
が
あ
り
ま
す
。

ト
一
月
に
は
一
大
イ
ベ
、
J

ト
の
「
ふ

る
さ
と
祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
作
っ
た
新
鮮
な
野
菜
や
も
ち
米

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

J
t
ひ
、
「
ふ
る

さ
と
祭
り
」
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

自信と感謝の心が培われた募金活動

「←で三.. 土:三三一一.一一一.←日一一一一一一.一←司日一.一一一一H一←..一一E一一一a日司乍一τ完一一iミ;之之日一一一一.一←.一一一一一眉日.
lくを主Uト一玄ε〉 鮪 3亡誤鳥伊も暗言審藤霊事よ弛骨も?品 究ヨ翁立護程: | 
i臨翻関韓髄翻L哩毘護襲騒轄櫨鞠 から屋内部分Jはi個人の財産となり管理も個人が行うこと

1 長浜町上水道は、国の定める水道法を基本に、長浜町 を義都務づけられているにこととなりますo

j ヒ水道給水条例およびこれに基づく施行規則特種の規 また、量水器メーターや止水栓に関Lては、菅理のた

i定により管理運営されています。これらの法律や規則に め町でその位置や漏水した場合の修理を指示し設置者が
i上って、水道水を「安全]、「豊富」、「低廉」に供給する 費用を負担しなければなりません。この他にも、家の増

iことが保証されているのです。 改築にともなって、配管や器具の変更、魁、新設をす

| これらの規定は、町が水道施設を運営管理する基本と ろ場合は、 ~H二届け出て指定業者により柑工するととや、

iなるばかりでなく、使用者である皆さんに対しても一定 自家用の水源との長続を禁止すること、使用者が一定の j
iのi叫年を求めていますυ 要問4たさない場合は給水の停止をするごとなどが定 i
j 上水道の施設のうち 配水本管から分岐し水を供給す めMれます。
:るために設けた給水管と、これに直結した給水用具(蛇 k水道などの水道施設は、施設の設置から維持管理ま I
1口等)を杭水装置といい、本管との持続部分から自己所 でこのように細かな規定を定めて遵守することで、技術!

!有地までの公道部分の給水管は設置と岡町寄付 的川や安全性を担保川るのです。 i 
iするものと決められています このことによ旬、止水栓
L 一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ~..J
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よかと「ぼとして思 A おと「あ頭僕遊学 す子はに な方で運 i 
りつあごく思てたい君こあごりにのん年ぼ。の、なでるがす動ぼ l
l年たやめのいそわまにつやめま当投でのく 友僕るもか楽。をく
1下のまん まんけし悪てまんしたげい友が 達のこ、らし友しは i
iのかっ己 しなでたいきつ」こぞったた達、 に気と時てい達た
;ぼ、た そにも 0 こまた てボと二低 伝持も々す。しとり友 F
くそ吉 おなでとしの ほし I き入学 わちあ、 、いす達 i
jにれ葉 そこいへをで円 ムま lh?と年 らがりい 気つると;
! とが ーずるの し 、っか」野の な、まや 分しの遊
iボも聞 すんにわたぼ A すた、と球こ いうすな がょがん i

こ ?だ、ざなく桔 ぐこ人でをろ とま。気 明に大だ:
!ル白え でろどとあはは にと君すし、 きくそ持 るい好り!
を分な ¥うう当と、 7うすの u て高 で相れち くるき i 

まっと「いい白ん気ま欄融関額融酬額融関脇額融関 なそてぼ考どそぶ
i寸当言おかま分な持を麟欝鱒議鱗許翠較論麟鶏議麟義友りのなくえいれつ i
たつまらすのでちす 機議総懇議選畿髄属議畿道闇基盤欝長謹離轍盟関達 、とかのらたとけ!

自でりてえと 。:意相にる 路盤盤滋盤麟幽盤盤盤盤盤滋盤盟灘幽盤歯科が悲きつ気れかもら白

円 fベでご界たでi~ 11自分の気持ち e 1ムt正E雪5z-Ei
はす25てEK五2へl本日手の気持ち山会す Zf lそξZZ士;
はすいん いうめがほ| 副 o. 'O ~ /""  '" '"ψ-~1 のまいま A どなたお

、るにじ 通とたあく前しやす君れどボこ

iZEたZ A Z ES同[ 小学5年生 lてモ主 Lijj fJL Z i 
i人がりが な友なすい(14年度人権作文集より) Iわ 持く伝てろがの:
:のあ、」二 ら、再の oゃ¥1.---r-JX/'il:l::.l r"..A...:;:>jCc:r-. / / が ちはわもいよか l

z わりゃ なおミ只みなま に、つ、ろほ

自てららとくなむ てでてんすと---， ---，ていりさる しをついや思が
い行も思にがず相く 、、ば。、次ど失で、ん時ぼて考当やしいま
こ動相いは仲か手れ友力ろぼ友がん敗すパのがくはえたない通ま
;うし手ま、良しのる達がうく達んます o ス友ーはいるりこのりだ
;とたのすとくい気与がわとはがばいるほし達香、けとをとかにと
i思り気。て楽こ持つ、いいそはれ 1矢くたと楽サな、さをもな思
、持ぼもしとち宅ぼてうのげばど がりボしッいそれ言しらい n

iま話ちく大く戸を寸。くき気とま、ん シす 1いカとうたわれなま
す;ををは切生 it~ にま持きしいま ュるルで!思い人れないす

し考、な活ぞ 2 力て宅、、てミロ I のをてを宣うのたいの 0

たえこ」し の を i= * くん トはけ しすこ実主りけ ;I)'f 白
りなれとてみ 与まなはれ。 を米つ?で o と持、ど、分は 、」ー
し 7うぎかだいん、 えるつがま ししたくい はちゃ、くの

! も所いの五神市十 れ神四さ家社志一神二島神数馬 _l，.. シリーズ i
j戒つ、る厳郎社)年尾て七十ーから名)の枚社枚神天多か「 τ E 

!川と新。島のは山頃形いと町にがの場(て(社皇く 、柳 議翠藤露翠藷 i
!の増谷彼村ifft十身活嘉る内村増不言十面出「柴て誕見長沢 一議議離懇親
!三え 、の社都数の躍古。了一でえ明五」海楠の---，斗二一ら浜村 属機欝援護量 i
" !烏る喜出(古社 i由lしは 町はる瞭枚ーの:rEー賎のれ町尾 証言騒翠議議議議
!神か多身二神し家た、 の、かな奉枚金成宮が図る内形河予騒襲警融議i
!杜も 11[地枚社かで柳明 満河ももキIf~ ~昆桜神撮L__ 0 お嘉 主主E 騒欝欝欝議塑
:にしあ柳)と調あ沢治 穂辺しのさ豊羅井社の一町よ吉 ZE 震建議騨額 i
!奉れた沢に天べる村; 神村れをれ茂神の、七枚内び」 置議畿襲撃繍
:納なりや奉満て o ~ __1 社大な調ての村駅戒本(ド他の 錦翠麗議 1
1さいを近中内宵な大現年 に伍いべい宇寸 21川槍豊 liの描 韓議鱗鞠
;れ。探くさ、い汀|、|在か 奉の。るる都「とのの茂、回Iい 欝繍欝議鍋 i
;て せのれ春 7うす市大ら 納三他と。百二り三凶の「村た 麟機鰻欝翻
;い ば出て賀、のけ↑![TCJ さ島の、作神戸IE島」三 )，e_.;に絵 霞翠議襲撃i

震璽襲警欝平町一ご空手議警警警警 に予行ず豆与 F志顎尾馬作の沢る藤議議選翼l
jJ  iJluVJY1ifl2子Zス主主キ ZTfjt主;I)'{穴古E厄鶴欝1
!炉、一-- 一三 i蒸留 。ると多そ。ぺがよ占枚三神形神 # 
護欝ミと議 とす再しは まくのあ|玉!社又天 井
野♂: 玉三 培 、れのてじこっ似作モ EZに七皇 子
龍三長嘉義 彼はづ、めの F て j豆l O L.__~L_誕 内自
臨てい什¥人へ戸意識 のつ八 二ー とこの八と性 i-J 

震苔背炉ヲヰーで千台長警護 絵じ塚柳「天くいよれ場多あの ( 

! 騒謀議 官Z2女王日ltモムh写実モ型通 i 
l 欝襲撃1γ致問襲警警鐘 合がへり でさて絵描塚まは戒功
麗議議議議縮機器舎がどと;判謀議議議襲警 言l合養日で人あらい馬い嘉た 、 ~ '----#J 
臨盤艦購線側線総裁燃ふ欄糊繍灘趨醐 八う了一室 、物るにるはた吉 、---， ; 

「賎が巌の七本槍の図」柴宮神社 枚。にど後の。、し、絵」柴柳 ー

-8 



龍馬生誕の量出費訪和て

~バスツアー実施~

7月20日、「龍馬探訪の旅 lパスツアーが行なわれた

7同目となる今回は、龍属生誕の地である高知県の龍馬生誕地問 i 

や龍馬歴史館を訪ねた。特に、龍馬のf昨fをろう人形で生々 しく

現した歴史館では、思わず忠、を飲み込む場面もあり、参加者らは龍

馬の生きぎまを肌で感じていた。
龍馬歴史館を訪れた参加者ら

また、当日の参加者118人の中には、大阪をはじめ町外からの参加者もあり、新しい出会いや再会に、龍馬で結ばれた

楽しい一日を過ごしていた。

幕末といろ激動の時代を駆け抜けた坂本龍馬、その龍馬の脱藩と深い関わりのある当町を「維新の港。園長とし

て皆さんとともにPRしていきましょう。
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7 2 ームが熱戦

7月27打、長浜中学校を主会加に、第四田町民体育祭

が嗣催され、 6種目72チ←ムでが0560人の選手が熱戦を

り広げたc
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一日

熱戦力、展開された男子バレーボール

~ [準優時l松本E志(刊戒)
: [市3j~il 
: B級

{債務!塚本弘基(出 i~)

要食IJな対局カ昔、続いた会場

殴 i室、j本みの患い出i二
~一日陶芸教室を開憎~

: 8 月 18 円、更休みスベシャル講座の一勺、 ~U 向去教
i室(町教育委fi会・長浜の子どもをみんなで育てる会主
i催1が行われた
ロ この;品庄は、記休み中の小学生19人が参加し、大和窯
i 主~の H 野明 ftl. 都実子夫妻から指導を長けながら、各
1 自が自由にJm.や茶問、置き物などの制作に挑戦した。
5 ??加した子どもたちは、苦戦しながらも、里い思い~:.
i夏休みの忠し什
空て?くりに励んで

圃 なお、今回制
iffドした作品i土、
: B野さんが、素
i焼、本焼を重ね
i後lJ、参加者に
i返される予定で
」

9 夏休みの思い出づくりに励む子どもたち



貴
之
君
ら
優
勝

(
¥
)
町
内
小
学
校
水
泳
競
技
大
会
1

七
日
二
十
三

U
、
協
同
寒
の
天
候
の

中
、
長
一
山
小
ハ
f
校
プ

1
ル
で
、
平
成
十

五
年
度
町
内
小
学
校
水
泳
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
、
王
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す。

夢ヨ

子

〔
二
十
五

m
自
由
形
〕
一

ω大
山
貴
之

(
豊
戊
)
同
秒
3
②
上
日
将
司
(
長
浜
)

口
秒
0
①
一
菊
岡
茂
士
山
寸
(
豊
茂
)
国
秒
3

【
五
十

m
自
由
形
〕
一
川
一
大
山
貴
之
(
豊

茂
)
川
秒
7
一
伽
大
肝
山
一
見
明
(
大
和
)
お

秒
8
③
上
旧
将
司
(
長
浜
)
犯
秒
9

門吉

m自
由
形
〕
①
大
野
豊
明
(
大
和
)

1
分
詑
秒

9
②
玉
井
浩
一
(
大
和
)
1

分
話
秒
3
③
松
岡
達
則
(
長
浜

)
1
分

お
秒
0

{
五
十

m
平
泳
ぎ
〕
①
吉
本
洋
典
(
大

和
)
叫
秒
O
一
任
矢
肝
佳
人
(
長
浜
)
的

秒
7
一
叫
一
時
間
晴
樹
(
大
和
)
印
秒
1

〔冨

m
平
泳
ぎ
〕
叫
一
一
同
本
洋
典
(
大
和
)

1
分
川
秒
9
②
尾
上
大
雨
(
白
滝

)
1

分
別
秒
9
③
大
石
歩
(
曲
一
旦
茂
)
1
分
団

秒
7

門五
F

一l
m背
泳
ぎ
〕
①
宮
下
混
平
(
長

浜
)
灯
秒
9
~司
水
旧
佐
川
(
出
海
)
臼

秒
1
⑥
水
本
貴
久
(
豊
茂
)
日
秒
5

〔
一
一
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
篠
原
誠

(
出
海
)
却
秒
3
②
水
本
裟
騎
(
長
浜
)

お
秒
6
③
菊
岡
茂
幸
(
豊
茂
)
出
秒
6

〔
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
〕
①
松
岡
達
則

(
長
浜
一
一
沼
砂

3
0大
山
博
紀
(
櫛
生
)

訂
秒
3

{
七
十
一
点

m個
人
メ
ド
レ
ー
】
①
矢
野

隆
人
(
長
浜
」

1
分
立
秒
0
②
藤
田
晴

樹
(
火
利
一
一

1
分
日
秒
刊
当
)
宮
下
混
平

(
長
浜
)
1
分
口
秒
6

〔
百
五
十

mメ
ド
レ
ー
リ
レ

l
〕
①
出

海
(
水
出
、
宮
田
、
篠
原

)
2
分
別
秒

1
③
白
滝
(
高
石
、
別
官
、
地
上

)
2

分
幻
秒
3
③
長
浜
(
矢
野
、
中
見
、
村

木

)
2
分
加
秒
2

【一一

E
m
リ
レ

l
〕
刃
)
ト
八
和
(
大
野
、

藤
田
、
と
門
村
、
一
木
井

)
2
片
山
恒
秒
1
②

長
浜
一
熊
野
、
松
岡
、

R
r、
上
回
)

2
分
必
秒
1
⑨
立
い
は
(
菊
岡
茂
、
松
田
、

菊
岡

v、
大
山
r

一
2
分
刊
秒
6

ト金

子

【

ニ

十

主

巾

城

ヶ

瀧

納

子

(
長
浜
)
打
秒
6
三
一
政
辺
希
代
(
白
滝
)

国
秒
3
⑨
増
田
あ
ゆ
み
一
一
)
日
秒

5 
【
五
十
巾
因
由
形
〕
川
~
竹
村
安
香
(
柴
)

訂
秒
6
②
城
ケ
瀧
納
子
(
長
浜

)ω
秒

1
③
石
山
祥
子
(
白
滝
)
位
秒
7

〔百

m
自
由
形
〕
①
岡
崎
真
奈
(
柴
)

1
分
団
秒
6
②
細
川
佳
代
(
白
滝

)
1

分
別
秒
4
③
谷
間
真
由
香
(
長
浜
)

i

分
泣
秒
1

【
五
十

m
平
泳
ぎ
〕
一
辻
一
-K
井
智
絵
美

(
櫛
生
)
一
山
秒
9
一
川
う
ん
町
初
毛
(
柴
)

日
秒
O
(止
徳
出
制
よ
ァ
U
比
)
臼
秒
3

〔百

m平
泳
ぎ
〕
叫
松
同
日
疋
j

(

櫛
生
)

1
分
日
秒
7
ぽ
一
位
出
川
正
(
山
滝
)
1

分
日
秒
5
③
二
宮
裕
(
長
浜
)

l
分
日

秒
1
〔
五
十

m背
泳
ぎ
〕
①
同
崎
真
古
川
(
柴
)

叫
秒

5
②
宇
都
宮
綾
(
大
和
)
必
秒
8

③
制
川
佳
代
(
白
滝
)
必
秒
8

【
ニ
十
豆

m
バ
タ
ウ
一
一
J
J
u

〕
(
佐
竹
村
愛

香
(
柴
一
円
一
秒
2
一
。
菊
地
問

U
香
(
大

和
)
沼
札
け
れ
凸
一
畑
一
半
咋
同
日
絵
美
一
一
櫛
生
)

幻
秒
3

〔
七
十
五

m個
人
メ
ド
レ
j
〕
①
宇
都

宮
綾
(
大
和
)
1
分
恥
秒
9
②
大
野
初

美
(
柴

)
1
分

H
秒
0
③
新
山
早
版

(
長
浜

)
l
分
別
秒
3

〔
官
五
十

mメ
ド
レ
ー
リ
レ

l
〕
①
柴

(
岡
崎
、
大
肝
、
竹
村
」

2
分
は
秒

2

②
白
滝
(
細
川
、
徳
川
、
一
段
辺

)
2
人以

お
秒
7
③
ふ
八
回
(
宇
都
一
円
二
J

品
、
清

水
)
2
分
白
秒
1

【
二
百

mり目

高
石
、
二
宮
、

一叫
y

い
尚
一
一
F
L
l

十満、

石
山

)
3
分
4
秒
4

練習の成果は発揮できたかな 7

11置
と明
日
4圃

雨
ミ王子
三Z三ぐ

σコ
?I3 
二工二

〆f

iz; 
~ 

-c 
fili {をご
心，1)

出芯、

ま
さ
こ

枝
豆
を
つ
ま
み
話
し
め
輪
に
入
ら
ず

小

西

イ

セ

子

枝
一
旦
や
酒
を
好
み
し
父
の
こ
と

10-

宇
都
宵
恵
美
子

校
一
リ
ヤ
「
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
離
れ
住
み

河

野

友

子

洗
市
民
忙
し
く
廻
る
梅
雨
晴
間

藤

岡

蓉

子

れ
叩
日
本
の
玉
J

と
め
れ
ば
わ
っ
と
や
ぶ
蚊
ボ

る

松

田

裕

子

紫
陽
花
の
と
ど
め
の
色
と
な
り
に
け
り

菊

徹

嫁
産
月
あ
き
7こ

ま
七〉
も

岡 12、地
与L
幸期

市

対ミ

H

出
海
短
歌
会
H

の
隅
に
群
れ
咲
く
雪
の
下
あ
る
か

か
の
夙
に
揺
れ
い
る
兵

藤

都

ム
日
瓜
の
泊
ま
り
く
れ
ば
独
り
居
の
孤
独

が
窓
を
立
日
た
で
、
行
く平

児

朝

子

高
緑
の
中
や
術
な
く
龍
り
居
て
雨
の
聞

に
暗
く
蝉
の
声
聞
く

;:d、任少 少了
は {I など
の くも

?う、 3日 なら
-0 ')じ りの
ふ法 て手ス
ベに 我折オコ
し角虫 カf り
池ゃれ西庭し稲
ぬに赤
と山植き
ふ う鬼
其品百
の合
日[二J (7)者15

出111 

ドマト
み
イ

子



ιι 長
;母母.i翠E 
上喜
.札ι凪』一』母

1品校
u海ヰ
岸庁

j詰華
美官
fヒ亘邑

搾
功
績

七
月
二
十
二
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
平
成
十
五
年
「
海
の
日
」
の
式
典

の
一
席
上
、
長
浜
高
等
学
校
は
、
多
年
に

わ
だ
り
肱
川
一
川
口
付
近
海
岸
の
清
掃
一
素

化
活
動
を
実
施
し
、
海
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
に
積
極
的
に
一
以
り
組
み
、
海
洋

の
環
境
保
全
に
貢
献
さ
れ
た
功
植
に
よ

り
海
上
保
安
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
L
た。

川

点

…

海

の

よ

う

に

広

い

心

を

持

っ

て

一

一

泡

)

帥

ほ

し

い

と

噴

い

を

こ

め

て

名

什

け

一

一

一

位

議

沢

直

ま

し

た

に

一

一
一
幹
η

須

町

わ

ん

ぱ

く

で

も

い

い

、

た

く

ま

一

一

誌

協

パ

月

し

く

育

っ

て

ほ

し

い

o
F
T
一

凶
ぼ
臼
有
司
王

}

L

n

u

u

一
一
挙
佐
和
伴
て
も
優
し
い
心
で
接
す
る
へ
に
な
っ
一

圃

r一
升
↑
D

U

て
ほ
し
い
で
す
。

一川四一内怖(怖一一拐山倒一

E

一一呪吋切な寸1
孔反反一…正一い一と員《《r

母
H
市
亜
血
紀
子
己
ん
)

目

哨

応

叫
Y

ゾ
d

匹:下:Jん

d6。

;

4

 

一
荘
一
器
量
官
十
一
一

仇

r

p

えの

一

丸

ち

木

ヰ

ャ

ナ

〆

一

一

掛

川

川

;

ぷ

リ

プ

刊

λ

一

副
司
露
間

J

E

B

『

ノ

一

組

ど

ち

が

J
W

一
議
一
清
一

E

匂

川

誠

一

ソ

一

ム
丸
山
ば
幾
山
川
・

一会一一、
i

J

t

 

ι
u
ι
γ
川
氏

A
民
会
計
~

賞品
P
M
H
S
みドムド一

14hAt
日

勺
将
川
ゑ
均
同
時
寸
ヰ
川
、
人

ι白
川
む
こ
ス

L

A
一J
い
γ

語
h

官
官
苛

担色村 u'!Y'9-市吋

受賞された長浜高等学校
(生徒会長の神昔栄治さん)

「証言司航許語長ご時点匙よ1
1山全国で住宅問調日わ附こ叩住宅士|
|地(こ関する最も基本的な調査で、国や都道府県.Th区町村が住宅建設計画、

11 部市計画、環境整fJfiJ~1 画などを立案していく上での基礎資料となります。
I1 対象となった世帯には、知事が任命した謂芥貝が調査票を持ってお宅にお

伺いしますので、ご協力をお願いします。 r\'fj~ ι 

なお、調査内容は統計を作成オるためだけに使用 w 位可 | 
するもので、その也の日的にほ一切使用しません。 i主害。土地 j 

111~一一企画調整閉山52 踊ト
1111"く内線39>.摘')2131)までo Ffatli圏西

γ?ふ右手-霊長マチ証一霊長五SJl
1 平和語露関~2 間~(8)' 閥会。圃侠(!}<)
I :1 

:i ~ ~~一一一一一一一一一一二ヂクf:竺竺竺LJ
妥密'

刊
V ぺ結時四止で油会ヂ，界 一一也、

8月1'1日 歩行者ガはねられる 国道56号(大洲市中村)
8月12日 歩行者ガはねられる 県道 (大洲市平野町)

轟 8月17日車両正面衝突 国道56号(大洲市北只)
大洲市内では¥ 8月に入リ、 1週間のうちに連続3件の死亡事故
ガ発生し'¥ 3.人の方ガ、なくなる異常事態となりました。

お願いえF
①車やバイクを逼転される方ヘ

。速度の出し過ぎに注意し¥緊張感を持って命の大切さを考え¥

前をよく見て運転しましょうO

②歩行者の方へ

・右、左の安全を十分確認し横断しましょうO
大i開善事長署
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9 月15日3~91ル0丹ン14タ日
警皇、しの ー
日 曜日 行事名 土~所 時間|

9/16 火 不用犬・不用ねこ回収日

17 水
びん・缶収集日

母親学級 保健センター 13:00-15:001 

沖浦公民館 10・00-10:30
18 木 結核・肺がん検診 櫛生福祉センヲー 11:00-12:00 

出海公民館 13・30-14:30

有害ごみ収集日

基本健診 ・胃がん ・大腸 大和公民館 8・30-11:00 
19 金 がん・腹部超音波検診
結核.o市がん検診 白滝公民館 10:00-11 :00 

今坊しおさい館 11・30-12:00

21 日 健康フェスティハル 白滝公民館 9:30-16:00 

ベッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

基本健診・胃がん ・大腸 櫛生福祉セン歩一 8:30-11・00

24 水
がん ・腹部超音波検診
結核 ・肺が、ん検診 大和公民館 9:30-10:30 

豊茂公民館 11:00-12・00
柴公民館 13:30-14:00 
戒川小学校 14:30-15:00 

25 木
基本健診・胃がん ・大腸

出海公民館 8:30-11 :001 
がん・腹部超音波検診

粗大ごみ収集日

26 金 基本健診・ 胃がん ・大腸 JA豊茂支所 8:30-11:00 
がん ・腹部超音波検診

10/1 水 びん・ 缶収集日

3 金 古紙 ・紙パック収集日

6 月
基本健診・胃がん ・大腸

JA白滝支所 8:30-11:00 
がん ・腹部超音波検診

不用犬 ・不用ねこ回収日

7 火 基本健診・胃がん ・大腸 JA長浜中央支所 8:30-11:00 
がん ・腹部超音波検診

8 水
ベットボトル・発泡スチ

ロール収集日

10 ノ車ヘ 燃やさないごみ収集日

住 7 お
所塁誕
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雪分 お
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9月15日は、「敬老の日」 である。国民の祝日の一つ

で、老人を尊敬し、 いたわる日 となっている。もとの名

称は、「老人の日」 であった。なぜ「老人の日Jが 「敬

老の日Jに変わったのであろうか。
それは、 最近社会一般に老人を尊敬したり、いたわっ

たりする風潮が希薄となり 、逆にきたない、くさいと、
さげす うと

老人を蔑んだ勺 、疎んじたりするよ うになってきたから

ではないだろうか。ことさらに 「敬老jを表に出して、

国民の自覚を促さなければならないと考えたのである と

したら、日本はなんと情けない固になってしまったもの

よと思うのみである。

8月1日現在、長浜町には、 65歳以上の高齢者が、男

性1265人、女性1898人、合わせて3163人、高齢化率は、

33.8%、町民約3人に 1人が高齢者である。この傾向は、

これからもますます拍車がかかるであろう。

「人生七十古来稀なりJ70歳をあらわす古稀は、昔か

ら70歳まで生きる人は、まれだから、 せめて生きている

うちに酒でも飲んで、楽しもうという杜甫の詩「曲江Jの

一説から出たことばであるが、 最近は 「近来稀な りでな

く、ざらなり」で60、70はなたれ小僧などと言う人も出

てきている。

古稀を迎えたプロスキーヤーの三浦雄一郎さんがエベ

レス トの最高齢登頂記録を塗り替えたニュースなどは、

高齢者でもやる気を出せばかな りの事ができるのだとい

う証しでもある。

高齢者の皆さん元気を出そう。

これからの町の発展は、ま さに高齢者の双肩にかかっ

ている と言っても過言ではない。なぜならば、町の人口

の3分の l、いややがては 2分の l近くになるであろう

高齢者が元気がなければ町はさびれてしまうからである。
ひとこと

最後に一言

「煙草、酒、 こんなにおいしいものをやめると…身体に

よくないよ。J(永六輔著大往生より )
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秋富一

人口・世帯数のうごき

7月末現在 前月との比較

9，322人 3人減
A 口 (男 4，400人) (男1人減 )

女 4，922人 女 2人減

世帯 数 3，583世帯 4世主守管士曽
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